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各品種の成熟期間は105～140日，6品種の糖度は「アーウイン」より高，高湿度による着色障害は赤色系品種でのみ発生

加温ハウス栽培におけるマンゴー品種の特性

・鹿児島県を含む国産マンゴーの品種構成は，「アーウイン」1品種に偏重
・南薩，曽於，大島地区等の生産者の一部は，「アーウイン」以外の品種も栽培
・マンゴー品種の多様化を目的に，8品種の生育相，品質，着色障害等の特性を評価

成果の内容

背景・目的

マンゴー8品種の生育相，品質，着色障害等の特性を評価
・成熟期間は，105～140日
・10℃以上の積算温度は，1,800～2,410℃日
・果実重は，5品種では「アーウイン」と同等以上
・糖度は，6品種では「アーウイン」より高い
・高湿度による着色障害は，赤色系品種でのみ発生

期待される効果

〇普及対象・範囲 品種の多様化を指向する
生産者及び指導者

「アーウイン」に偏重するマンゴー品種の
多様化

(R03)

高湿度条件下では，赤色系品種以外の
着色障害を回避する品種の普及

「アーウイン」における
赤あざ症の事例

ゴールデン アタウルフォ アーウイン
ナゲット
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